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紅葉の季節、昼夜の寒暖差が大きく体調管理には十分気を付けたい今日この頃ですが、皆様いかがお過ごし
でしょうか。
9月下旬、ほーむのみんなが待ちに待った2泊3日の関西旅行に行ってきましたが、前の週に台風が日本列島
に接近していたので只々天候に恵まれることを祈っていました。その甲斐あってか3日とも天候に恵まれ、気温も

高くこの上ない旅行日和でした。前置きが長くなりましたが、今回の旅行を振り返ってみますと「“歩く”そして“待
つ”」という言葉が頭に浮かびます。昨年の沖縄旅行は鉄道のない地であったため主としてタクシーを貸し切りで
移動したのですが、今回は都会ということで主として鉄道による移動を選択しました。まず、一日目神戸ポートタ
ワーに上ったまでは良かったのですが、宿泊先の大阪に行く途中の乗換駅神戸三ノ宮駅でハプニング発生。混
雑した巨大ステーションの中で利用者さんがみんなとはぐれて迷子に…。携帯電話を持っていたので連絡を取り

合いますが何せ巨大ステーションかつ慣れない場所なので利用者さんが伝えてくる場所の特定がなかなかでき
ずみんなで待って歩いて探すのに40分ほどかかりぐったり。総勢22名での旅行でしたので、とにかく電車での乗
り降りにつけ点呼、点呼、また点呼という感じでした。2日目は1日目の疲れが大きかったので始動を遅めにしそ

のため予定していた大坂城観光をキャンセル。奈良東大寺では時間にもゆとりがありイメージしていたように鹿
とも楽しく戯れることができました。大仏様は何度見ても圧巻の大きさで利用者さんの記憶にもしっかり残ったの
ではないかと思います。「“歩く”そして“待つ”」、3日目のユニバーサルスタジオジャパンがまさにそれでした。と
にかく、平日というのに想像以上の混み具合。ある利用者さんが乗りたかったアトラクションは待ち時間3時間と
いうことで断念。ちなみにクーポン券をチケットに換えるのに1時間以上、昼食を注文するまでに30分弱、ブーム
というものはこういうものかと痛感しました。
ある利用者さんは「大坂城行きたかった…」と言い、ある利用者さんは「楽しかった。」と言い、またある利用者さ

んは「来年は東北に行きたい」と言った今回のほーむ旅行。まあ、色々ありましたが記憶に残る旅行であったこと
は間違いありません。沖縄旅行、関西旅行と来て果たして次回はいずこへ、乞うご期待という所です。
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